
このデータベースのデータおよび解説文等の権利はすべて株式会社スティングレイが所有しています 。

データ及び解説文、画像等の無断転用を一切禁じます。 Copyright (C) 2024 Stingray. All Rights Reserved.

アオグラ　AOGRA (2006)

メディア 映画

ジャンル 青春  ドラマ 

製作国 日本

色彩 Color

時間 113分

初公開日 2006/10/28

公開情報 シネハウス

【キャッチコピー】
待ってろよ！
やり残したごとあるすけ！

【解説】
　青春小説の名手・川上健一の半自伝的作品『四月になれば彼女は』を映画化した青春群像劇。青森県
の十和田と三沢を舞台に、高校を卒業し、夢をあきらめ流されるままに就職するはずだった主人公が、
駆け落ちの手伝いや不良グループとのケンカ、初恋の人との再会など就職前日の24時間に訪れる思いが
けない体験の数々を通して成長し、新たな人生を踏み出していく姿をヴィヴィッドに、そしてノスタル
ジックに綴る。主演は内田朝陽。監督は劇場用長編映画デビューの小林要。
　1968年3月。八甲田山を望む青森県十和田市。２年の時に肩を壊して以来夢をあきらめ無為な日々を
送っていた元野球部エースの沢木。地元の工務店への就職を翌日に控えた朝早く、彼は親友の伝法寺に
頼まれ、恋人・洋子との駆け落ちを手助けするため、２人で待ち合わせ場所へと向かっていた。ところ
が、運悪く２人は洋子の家の前で彼女の父親・熊夫と出くわしてしまう。慌ててごまかす２人だったが、
沢木の体格に目を付けた熊夫が、いきなり相撲部屋への勧誘を始めてくるのだった。そして、沢木の抵
抗もお構いなしに有無を言わさぬ強引さでどんどん話を進めてしまうのだった。思わぬ事態に直面し困
惑する沢木だったが、この時はまだ、これから始まる一日が、その後の人生を大きく変えてしまう“特
別な一日”になるとは、知る由もなかった…。

【クレジット】
監督 小林要

製作総指揮 牧義寛

エグゼクティブプロデューサー 坂下哲也

プロデューサー 石垣直哉

大野真里

原作 川上健一 『四月になれば彼女は』
（実業之日本社刊）

脚本 足立紳

撮影 井上明夫

美術 大庭勇人

編集 松竹利郎

音響効果 谷川義春

音楽 遠藤浩二

照明 奥村誠

録音 土屋和之

ＶＥ 前川達彦
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スクリプター 樽角みほり

助監督 石川久

出演 内田朝陽 沢木 圭太

橋爪遼 伝法寺 義春

坂本真 ベラマッチャ(上松)

徳山秀典 小比類巻

大口兼悟 高城 信吾

荒川優 北川 景治

阪田瑞穂 二瓶 みどり

秋山実希 坂崎 洋子

少路勇介 ユタカ

雪嶋直樹 オト

関根裕介 サイ

Kentaro Kentaro ジョー

原田龍二 武田先生 （友情出演）

渡辺哲 坂崎 熊夫

高橋ひとみ 沢木 静江


